
バラ園は噴水を中心軸にして、東西に対称形にほぼ同じ品種が植栽され
西洋の整形式庭園の構図が、強調されています。
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おすすめスポット1
【絶景スポット】
眼下に広がる整形式庭園のバラ
園と大阪湾を一望。王様や王妃
様の気分が味わえます。

おすすめスポット4
【フレンチ・ローズコーナー】
フレンチローズ約20品種をコレクショ
ン。バラボランティアさんと一緒に作り
上げたコーナー。

おすすめスポット5
【春におすすめガーランド】
つるバラと木立性のバラが織りなす大きなバラのウォー
ル。ベンチに座ればバラに包まれて華やかで贅沢な雰囲
気が味わえます。

おすすめスポット2
【ピンクローズの小道】
4種類のピンク系のバラが描
くグラデーションが魅力。

おすすめスポット3
【王侯貴族コレクション】
皇室や王室、芸術家の名前が
ついたバラに出会えます。

日本、中国、西アジアの原種
バラからモダンローズが誕
生するまでの品種改良の歴
史をたどることができます。
裏面にさらに詳しい説明をし
ています。

バラの歴史と文化園
～バラをめぐる東西交流史～



須磨離宮公園では、主にモダンローズを植栽している「王侯貴族のバ
ラ園」と野生種やオールド・ローズを植栽している「バラの歴史と文化
園」でバラをご観賞いただけます。
植栽している約180種類のバラの内、ハイブリッド・ティーなどのモダ
ンローズが7割以上を占めていますので、1年に春と秋の2回、花を観
賞できます。

H25.3

須磨離宮公園の
バラの特徴

モダンローズ
形態の分類（記号は世界共通） 特　　　　　　　　　　徴

ハイブリッド・ティー
（記号：HT）

四季咲き大輪種。花の形が良く、一重から八重咲きまである。花の直径は7～15cm程度。
◎離宮の花では…ロイヤル・プリンセス、プリンセス・ドゥ・モナコ、ミケランジェロ、クイーン・エリザベスなど

フロリバンダ
（記号：Ｆ）

四季咲き中輪房咲き種。ボリュームを感じ、広い面積で統一感を演出するのに最適。花の直径は4～ 8cm程度。
◎離宮の花では…プリンセス・ミチコ、ジュビレ・デュ・プリンス・ドゥ・モナコ、ゴールド・バニーなど

ミニアチュア
（記号：Ｍin）

四季咲き矮性種。鉢植えやプランターに適し、ベランダで楽しめる。花の直径は1.5 ～ 5cm程度。
◎離宮の花では…オーバーナイト・センセーション、グリーンアイス、リトルアーチストなど

クライミング
（記号：Cl）

つる性のバラ。成長が速い。一本の株で数㎡を覆うこともある。春咲きが多い。
◎離宮の花では…ピエール・ドゥ・ロンサール、シーザー、ニュー・ドーンなど

シュラブ
（記号：Ｓ）

つるバラほど長く伸びない半つる性。春咲きが多いが四季咲きもある。
◎離宮の花では…マサコ、カクテル、グラハム・トーマスなど

オールドローズ
形態の分類（記号は世界共通） 特　　　　　　　　　　徴

オールドローズ
（記号：Old）

モダンローズの最初の品種は1867年作出の「ラ・フランス」。これ以前に栽培されていた系統を指す。春咲きが多い。
◎離宮の花では…シャポー・ドゥ・ナポレオン、ジャンヌ・ダルク、ロサ・アルバ・マキシマなど

スピーシーズ
形態の分類（記号は世界共通） 特　　　　　　　　　　徴

スピーシーズ
（記号：Sp）

野生バラ。北半球に自生している野生のバラ。世界に200種あまりあり、大半が春咲き。つぎ木の台木に使われる。
◎離宮の花では…コウシンバラ、ロサ・カニナ、ロサ・フォエティダ、テリハノイバラ、サンショウバラなど

 一般的なバラの分類

須磨離宮公園のバラ

※その他、正門付近や花の庭園にもバラを植栽しています。

種  類 約180種 株  数 約4000株

王侯貴族のバラ園（噴水広場） 約1500㎡

かつて皇室の別荘「武庫離宮」があった歴史にちなんで、皇室
や王室、芸術家などの名前がついた品種を集めた関西有数の
バラ園です。
大阪湾を一望できる南斜面の地形を生かし、変化に富んだ噴
水と芝生、そして色とりどりのバラが調和した気品あふれる整
形式庭園でもあります。
山から海を眺める神戸らしい景色、バラの美しく華やかな花と
香り、そして名前に秘められた物語へと思いをはせるなど、お
気に入りの楽しみ方を見つけていただければ幸いです。

バラの歴史と文化園（中門広場） 約500㎡

バラは元々日本、中国、西アジア、ヨーロッパに約200種類の野
生種が自生しており、古くはギリシャ・ローマ時代から薬用や香
料として親しまれてきました。バラが観賞用として画期的な改
良が進むのは18世紀です。東洋と西洋の交流史の中で、ヨー
ロッパに集められ、品種改良されたことで、多くの園芸品種が
誕生しました。
このバラ園ではヨーロッパにおいて、日本、中国、西アジアの原
種バラからオールドローズが生まれ、さらにモダンローズが誕
生するまでの品種改良の歴史をたどることができます。

《参考文献：藤岡友宏著：「イラスト園芸シリーズ　バラ」家の光協会　2000年　より》

http://www.kobe-park.or.jp/cgi-bin/rikyu/
★須磨離宮公園のバラをさらに詳しくお知りになりたい方は、須磨離宮公園HPの『バラ図鑑』をご覧ください。


